
４
月

日
、
一
身
田
商

街
で
は
、
一
身
田
小
学
校

17

官
民
あ
げ
て
の
共
働
作
業

工
振
興
会
〔
加
盟

店
〕

の
子
供
達
の
手
作
り
ロ
ウ

69

に
よ
っ
て
街
の
活
性
化
に

の
総
会
が
行
わ
れ
、
新
役

ソ
ク
を
並
べ
る
他
、
手
作

期
待
が
か
か
る
。

設
を
兼
ね
備
え
て
建
て
ら

田
』
を
売
り
た

員
が
決
定
し
た
。
会
長
に

り
商
品
等
を
扱
う
雑
貨
店

れ
た
。
高
田
本
山
の
改
革

い
。
そ
し
て
、

は
中
川
隆
功
氏
（
中
川
洋

も
多
数
出
店
し
て
、
賑
わ

に
よ
り
、
運
営
や
維
持
管

一
身
田
の
商
店

装
店
）
が
満
場
一
致
で
選

い
に
花
を
添
え
る
予
定
。

一
身
田
の
中
心
的
役
割
を

理
は
民
間
委
託
さ
れ
、
株

と
協
力
し
て
魅

ば
れ
た
。
事
業
計
画
・
予

さ
ら
に
、

月
中
旬
に
行

8

担
っ
て
い
る
高
田
会
館
（
旧

式
会
社
「
あ
か
り
屋
」
が

力
あ
る
街
作
り

算
案
も
承
認
さ
れ
た
。

わ
れ
て
い
る
「
盆
踊
り
」

高
田
青
少
年
会
館
）
の
耐

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

の
一
翼
と
な
り

も
同
日
に
』
開
催
す
る
こ

津
市
の
今
後
五
年
間
の
設
計
図
と
も
云
え
る
「
津
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
。
震
・
改
修
工
事
の
完
成
・

（
株
）
あ
か
り
屋
は
、
一

た
い
。
」
と
語
っ

と
が
決
ま
っ
た
（
例
年
８

新
し
い
施
設
や
、
三
重
県
が
今
年
度
か
ら
三
年
間
か
け
て
展
開
す
る
「
実
は
そ
れ
、

引
き
渡
し
は

月
末
に
な

身
田
商
工
振
興
会
加
盟
店

た
。

一
身
田
青
年
団
主
催
の

月
中
旬
に
行
わ
れ
て
い
る

7

全
部
三
重
な
ん
で
す
」
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
津
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

り
そ
う
だ
。
こ
の
改
修
に

店
が
出
資
し
１
，
０
０

新
装
オ
ー
プ
ン

「
一
身
田
七
夕
ま
つ
り
」

盆
踊
り
を
移
行
）
。

27

か
、
一
身
田
寺
内
町
の
観
光
化
像
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
る
。

よ
っ
て
一
階
は
温
浴
施
設

０
万
円
の
資
本
金
で
設
立

は

月
を
予
定
。

が
今
年
は
第

回
を
迎
え

月

日
は
、
町
を
挙
げ

9

30

7

6

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト

さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

る
節
目
と
な
り
、

月

て
の
老
若
男
女
が
一
同
に

7

6

津
市
総
合
計
画
後
期
基

に
国
民
体
育
大
会
を
誘
致

の
北
畠
氏
城
館
跡
な
ど
古

ラ
ン
・
売
店
・
研
修
室
、

月

日
設
立
総
会
が

イ
ベ
ン
ト
を
検

日
（
土
）
に
盛
大
に
行
わ

楽
し
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

4

18

本
計
画
は
、
津
市
が
平
成

し
て
い
る
が
、
窪
田
地
区

い
町
並
み
や
史
跡
を
整
備

二
階
は
和
室
・
洋
室
の
宿

開
か
れ
、
社
長
に
下
津
浩

討
。
「
乞
う
ご
期

れ
る
。
今
年
は
、
商
工
会

と
な
る
！
「
お
楽
し
み

年
度
か
ら

年
度
ま
で

に
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建

す
る
。
県
庁
所
在
地
の
津

泊
施
設
と
し
て

室
（
宿

嗣
氏
が
就
任
し
た
。
下
津

待
！
」
と
話
す
。

も
加
わ
り
、
仲
ノ
町
商
店

に
！
」
と
中
川
新
会
長
は

２５

２９

10

の
五
年
間
、
津
市
の
成
長

設
構
想
は
、
整
備
用
地
と

市
に
は
、
国
や
県
の
出
先

泊
人
数

人
）
利
用
で
き

氏
は
、
「
こ
の
建
物
が
一

抱
負
を
語
っ
た
。

49

戦
略
を
記
し
た
２
４
３
頁

し
て
、

ヘ
ク
タ
ー
ル

機
関
や
民
間
会
社
の
支
店

る
。
高
田
会
館
は
昭
和

身
田
の
拠
点
と
な
り
、
昨

9

48

に
も
及
ぶ
提
言
書
で
あ

が
可
能
で
あ
る
と
発
表
し

・
出
張
所
も
多

く
、
人
の

年
に
青
少
年
の
健
全
育
成

年
完
成
し
た
大
ホ
ー
ル
や

る
。

た
が
、
環
境
や
排
水
問
題

出
入
り
も
多
い
。

を
目
的
に
ホ
ー
ル
・
レ
ス

新
し
く
な
る
レ
ス
ト
ラ
ン

阪
神
大
震
災
、
東
日
本

一
身
田
や
そ
の
周
辺
に

な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現

「
ち
ょ
っ
と
高
田
本
山
を

ト
ラ
ン
・
売
店
や
宿
泊
施

・
売
店
で
『
新
制
・
一
身

大
震
災
と
大
震
災
が
続
い

新
し
い
施
設
建
設
が
決
ま

段
階
で
は
具
体
的
な
青
写

見
学
し
よ
う
」
「
ち
ょ
っ

て
い
ま
す
。

っ
て
い
る
の
は
、
津
イ
ン

真
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

と
環
濠
を
見
て
み
よ
う
」

津
市
の
住
民
基
本
台
帳

夢
が
丘
は
含
ま
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
、
原
発

タ
ー
近
く
の
産
業
ス
ポ
ー

市
民
の
意
見
や
対
話
を
通

な
ど
『
ち
ょ
こ
っ
と
観
光
』

に
よ
る
と
、
４
月
１
日
現

で
も
話
題
の
「
活
断
層
」

ツ
施
設
の
建
設
。
武
道
館

じ
て
検
討
す
る
。
（
津
市

か
ら
推
進
す
る
。
（
同
課
）

在
、
一
身
田
の
人
口
は
１

が
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
も

や
屋
内
プ
ー
ル
は
平
成

役
所
政
策
課
）

高
田
会
館
（
旧
：
高
田
青

３
，
２
７
３
人
で
あ
る
こ

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し

２８

年
度
ま
で
に
完
成
す
る
。

少
年
会
館
）
の
改
修
に
よ

と
が
分
か
っ
た
。
（
公
称

一
身
田
交
番
の
管
轄
は
、

ょ
う
か
。

展
示
機
能
を
持
つ
第
一
ア

っ
て
運
営
形
態
も
大
き
く

町
名
※
注
）
男
女
別
で
は

一
身
田
・
白
塚
・
栗
真
・

県
の
防
災
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ー
ナ
ー
、
第
二
ア
リ
ー

「
実
は
そ
れ
、
全
部
三

変
わ
る
。
運
営
は
民
間
に

男
性
６
，
３
３
９
人
、
女

夢
が
丘
・
河
辺
町
の
一
部

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

ナ
ー
も
建
設
す
る
。

重
な
ん
で
す
」
の
県
の
観

委
託
さ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
す
。
お
は
よ
う
・
さ
よ

性
６
，
９
３
４
人
。
う
ち
、

で
あ
る
。
平
成

年

が
、
一
身
田
地
域
の
二
つ

24

1

三
重
県
が
平
成

年

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
。

や
売
店
、
温
浴
施
設
、
宿

う
な
ら
と
誰
に
で
も
声
を

外
国
籍
の
方
は
男
性
１
３

月

日
～

月

日
ま

の
断
層
で
す
。
一
つ
は
上

30

1

12

31

に
高
校
総
体
、
同

年

津
市
は
、
寺
内
町
や
美
杉

泊
施
設
が
新
し
く
な
る
。

か
け
て
下
さ
い
。
」
と
話

３
人
、
女
性
１
４
７
人
の

で
の
事
件
件
数
は
、
凶
悪

津
部
田
、
今
一
つ
は
東
豊

33

さ
れ
た
。
新
六
年
生
代
表

計
２
８
０
人
。
地
区
別
で

犯

件
、
粗
暴
犯

件
、

野
で
す
。
い
ず
れ
も
推
定

2

8

か
ら
は
、
「
学
校
は
運
動

は
一
身
田
町
２
，
３
０
２

窃
盗
犯
３
１
８
件
、
知
能

の
段
階
で
す
が
、
注
意
し

や
勉
強
を
す
る
所
で
す
。

人
、
一
身
田
大
古
曽
１
，

犯

件
、
風
俗
犯

件
、

て
お
い
て
い
い
の
で
は
な

12

2

な
か
な
か
大
変
で
す
が
、

１
５
２
人
、
一
身
田
中
野

そ
の
他

件
の
計
４
２

い
で
し
ょ
う
か
。

79

と
て
も
楽
し
い
所
で
す
。

２
，
０
１
２
人
、
一
身
田

１
件
の
刑
法
犯
罪
が
起
き
（
情
報
提
供
若
林
泰
弘
氏
）

私
た
ち
と
一
緒
に
頑
張
り

平
野
１
，
５
７
１
人
、
一

て
い
る
。

津
市
内
の

校
と
分

午
前

時
か
ら
の
受

の
持
ち
物
を
確
認
し
た
。

ま
し
ょ
う
。
」
と
、
激
励

身
田
上
津
部
田
４
，
３
５

「
一
身
田
の
新
聞

」

53

10

校
１
校
の
小
学
校
の
入
学

付
時
前
か
ら
、
ス
ー
ツ
姿

時

分
か
ら
同
校
体

の
言
葉
。
六
年
生
全
員
で

５
人
、
一
身
田
豊
野
１
，

を
年
４
回
発
行
し
て
い

10

30

式
が

月

日
（
月
）

の
父
親
や
き
も
の
姿
の
母

育
館
で
多
く
の
来
賓
を
迎

「
き
み
と
ぼ
く
の
間
に
」

８
８
１
人
と
、
上
津
部
田

ま
す
。

4

8

一
斉
に
行
わ
れ
た
。

親
に
手
を
引
か
れ
た
子
ど

え
式
典
を
行
っ
た
。

を
合
唱
し
た
。
新
一
年
生

が
抜
き
ん
で
て
い
る
。

平
成

年

月

日
～

皆
さ
ん
お
持
ち
の
［
一

24

1

1

一
身
田
小
学
校
に
は
、

も
ら
が
掲
示
板
に
貼
ら
れ

国
歌
斉
唱
、
校
歌
斉
唱
に

退
席
で
式
は
終
え
た
。

総
世
帯
数
は
５
，
７
９

月

日
ま
で
の
火
災

身
田
の
こ
と
］
の
情
報

．
．

12

31

男
子

名
・
女
子

名

た
自
分
の
ク
ラ
ス
を
探

続
き
、
学
校
長
の
歓
迎
挨

一
身
田
小
学
校
は
男
子

６
世
帯
。
面
積
は
７
．
７

件
数
は
、
建
物
火
災

や
知
識
を
共
有
化
し
ま

55

55

2

の
計
１
１
０
名
が
入
学
式

し
、
あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が

拶
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
中

３
９
２
名
、
女
子
３
１
９

１
Ｋ
㎡
。

件
、
そ
の
他
火
災

件
、

せ
ん
か
！
。
紙
面
に
掲

2

を
迎
え
た
。

上
が
っ
て
い
た
。
手
続
き

で
古
金
谷
初
美
校
長
は
新

名
の
７
１
１
名
。
各
学
年

（
※
注
）
公
称
町
名
と
は
、

林
野
火
災

件
の
計

載
し
ま
す
。
詳
し
く
は

1

5

津
市
内
の
新
一
年
生
は

を
終
え
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の

一
年
生
に
「
小
学
校
で
は

と
も
４
ク
ラ
ス
。
職
員
は

住
民
基
本
台
帳
に
一
身
田

件
発
生
し
た
。

編
集
者

岡
本
ま
で

２
３
０
６
名
。
一
身
田
小

教
室
に
入
り
、
真
新
し
い

た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
作

先
生
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

と
明
記
さ
れ
て
い
る
町
名

電
話
（
０
５
９
）

学
校
は
３
番
目
に
大
き
い

黄
色
の
帽
子
や
ラ
ン
ド
セ

っ
て
下
さ
い
。
お
友
達
を

調
理
員
な
ど
総
勢

名
体

で
、
行
政
区
の
桜
町
や
志

資
料
提
供

一
身
田
支
所

２
３
２

２
１
０
９

６１

マ
ン
モ
ス
校
と
な
っ
た
。

ル
カ
バ
ー
、
教
科
書
な
ど

作
る
魔
法
の
言
葉
は
挨
拶

制
。

登
茂
団
地
の
栗
真
地
区
、

一 身 田 の 新 聞 平成２５年４月号



一
身
田
小
学
校
で
お
世
話

年
か
ら
、
「
一
身
田
小
学

専
門
的
な
技
術
や
ご
経
験

る
場
あ
り
の
様
々
な
楽
し

ど
遠
い
博
物
館
で
あ
る
。

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
寺

校
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
（
人

を
柱
に
授
業
を
し
て
い
た

み
方
が
で
き
る
施
設
で
、

来
年

月
完
成
。
開
館

4

内
町
ま
つ
り
で
担
任
し
て

材
登
録
）
」
を
開
設
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ほ

は
５
月
の
予
定
。

い
た
子
ど
も
た
ち
と
一
身

し
ま
し
た
。
地
域
の
み
な

自
治
会
・
商
工
会
等
を
通

田
音
頭
を
踊
っ
た
こ
と

さ
ん
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

じ
て
も
結
構
で
す
し
、
直

や
、
夏
の
暑
い
日
に
高
田

ャ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
接
学
校
の
方
に
ご
連
絡
く

本
山
の
周
り
の
環
濠
に
絵

だ
さ
い
。

を
描
い
た
こ
と
を
思
い
出

昨
年
度
は
、
社
会
福
祉
協

一
身
田
上
津
部
田
の
総

幼
児
か
ら
高
齢
者
・
障

室
や
実
験
・
実
習
で
き
る

し
て
い
ま
す
。

議
会
さ
ん
に
１
０
名
ほ
ど

合
文
化
セ
ン
タ
ー
横
に
、

が
い
者
な
ど
社
会
的
弱
者

部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

今
、
一
身
田
小
学
校
は
児

来
て
い
た
だ
き
、
昔
の
あ

平
成

年

月
オ
ー
プ
ン

に
対
す
る
配
慮
が
至
る
と

飲
食
を
持
ち
込
め
る
ス
ペ

26

4

童
数
７
１
１
人
、
教
職
員

そ
び
を
１
年
生
に
教
え
て

予
定
の
新
県
立
博
物
館
が

こ
ろ
に
さ
れ
て
い
る
。
そ

ー
ス
も
あ
り
、
眼
下
に
は

人
の
大
規
模
な
小
学

い
た
だ
い
た
り
、
ゲ
ス
ト

お
目
見
え
、

月

日
、

の
一
例
が
ト
イ
レ
。
洋
式

広
い
庭
園
が
あ
り
、
ま
さ

61

4

9

「
花
冷
え
」
と
い
う
に
は
、
校
で
す
。
登
校
時
に
通
用

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
こ

見
学
会
が
開
か
れ
た
。
新

・
和
式
・
子
供
用
・
介
助

に
ホ
ッ
ト
す
る
空
間
で
あ

寒
す
ぎ
る
４
月
で
す
が
、

門
に
立
っ
て
い
る
と
元
気

ん
に
ゃ
く
作
り
を
教
え
て

県
立
博
物
館
は
、
総
工
費

犬
利
用
可
の
ト
イ
レ
が
あ

る
。
三
階
は
、
常
設
展
示

教
室
前
の
花
壇
は
、
チ
ュ

に
「
お
は
よ
う
」
と
挨
拶

い
た
だ
い
た
り
、
ま
た
、

億
円
、
建
築
面
積
１
０
，
る
。
一
階
は
、
概
ね
調
査

場
と
企
画
展
示
場
。
常
設

71

ー
リ
ッ
プ
や
キ
ン
ギ
ョ
ソ

し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

寺
内
町
の
ほ
っ
と
ガ
イ
ド

０
０
０
㎡
、
三
重
県
産
の

・
研
究
室
と
収
蔵
庫
に
宛

展
示
場
は
約
６
０
０
畳
の

ウ
、
パ
ン
ジ
ー
が
咲
き
誇

子
ど
も
た
ち
や
、
朝
早
く

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
、

木
材
や
石
材
を
ふ
ん
だ
ん

が
わ
れ
る
。
二
階
は
、
資

広
さ
で
あ
る
。

っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

か
ら
夜
ま
で
、
学
年
や
学

寺
内
町
の
歴
史
な
ど
の
話

に
使
っ
た
三
階
建
て
。

料
の
収
蔵
庫
と
、
県
民
誰

庭
園
あ
り
、
安
ら
ぎ
の

3

ィ
ア
さ
ん
達
が
お
世
話
し

級
の
活
動
内
容
や
子
ど
も

や
街
を
案
内
し
て
い
た
だ

年
の
工
期
を
経
て
来
年

も
が
企
画
提
案
し
た
も
の

空
間
あ
り
、
実
験
・
実
習

4

て
下
さ
っ
て
い
る
姿
を
見

た
ち
の
こ
と
を
話
し
て
く

い
た
り
し
ま
し
た
。

月
に
完
成
す
る
。

を
発
表
で
き
る
交
流
展
示

室
あ
り
、
企
画
・
提
案
す

ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
か

れ
る
先
生
が
い
ま
す
。
再

っ
た
で
す
。
お
そ
ら
く
、

び
来
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
場
面

一
身
田
小
学
校
で
「
私
に

各
居
室
を
一
階
に
配
置
し
、

で
地
域
の
方
に
お
世
話
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
・
・

万
が
一
の
津
波
到
来
に
備

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

・
」
安
心
安
全
な
学
校
、

え
、
二
階
ホ
ー
ル
に
災
害

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
学
力

備
蓄
品
を
収
納
す
る
倉
庫

春
来
た
り
な
ば
、
も
う

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
挨
拶
が
遅
れ
ま
し
た

保
障
、
保
護
者
や
地
域
の

を
備
え
付
け
た
。
ま
た
、

新
緑
の
山
肌
。
こ
の
冬
に

観
光
看
板

枚
を
設
置

3

が
、

月
の
異
動
に
よ

方
々
と
の
連
携
、
子
ど
も

昭
和

年

月
に
一
身

尽
力
で
、
ま
も
な
く
完
成
、

緊
急
時
に
迅
速
脱
出
で
き

極
寒
と
言
う
表
現
が
ぴ
っ

し
ま
し
た
。
ご
参
加
、
ご

4

41

4

り
河
芸
町
に
あ
る
黒
田
小

た
ち
や
先
生
た
ち
が
元
気

田
で
産
声
を
上
げ
た
高
田

月

日
か
ら
新
園
舎
で

る
よ
う
に
避
難
用
す
べ
り

た
り
で
し
た
。
時
に
早
く
、
助
力
、
ご
協
力
頂
き
ま
し

5

7

学
校
か
ら
東
谷
校
長
先
生

な
学
校
・
・
・
、
思
い
描

保
育
園
は
、
創
立

年
を

保
育
が
始
ま
る
。
定
員
は

台
を
設
置
し
た
。
園
庭
に

時
に
遅
く
、
時
に
流
れ
る

た
皆
様
、
衷
心
よ
り
御
礼

48

の
後
任
と
し
て
転
任
し
て

く
理
想
の
姿
に
微
力
で
は

迎
え
た
。
昨
年

月
の
親

名
か
ら
１
１
０
名
へ
と

面
し
た
テ
ラ
ス
に
は
、
雨

速
さ
の
感
じ
方
が
交
錯
し

申
し
上
げ
ま
す
。

4

90

き
ま
し
た
「
古
金
谷
初
美

あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
努

鸞
聖
人
７
５
０
回
忌
報
恩

増
員
し
、
朝

時
か
ら
最

天
で
も
屋
外
遊
び
が
可
能

ま
す
。

年
度
も
、
春
の
環
濠

7

25

（
こ
が
ね
や
は
つ
み
）
で

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
法
会
の
頃
よ
り
本
格
始

長
夜

時
ま
で
、
延
長
保

と
な
る
。

観
光
振
興
会
も
、

と
町
内
清
掃
を
計
画
致
し

7

24

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

動
し
た
園
舎
移
転
（
旧
慈

育
時
間
は
夜

時
ま
で

地
域
で
暖
か
く
見
守
っ
て

年
度
諸
行
事
を
無
事
終
え

ま
す
。
ど
う
か
ご
協
力
宜

8

願
い
い
た
し
ま
す
。
私
は
、

光
院
跡
地
）
も
地
域
住
民

（
要
予
約
）
と
な
っ
て
い

下
さ
い
」
と

職
員
一
同
願

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成

年
か
ら

年
間

一
身
田
小
学
校
で
は
昨

の
協
力
、
工
事
関
係
者
の

る
。
新
園
舎
は
、
送
迎
時

っ
て
い
る
。

春
、
秋
の
環
濠
と
町
内
清

町
と
ご
本
山
と
、
近
い

6

7

掃
、
お
盆
の
野
外
映
画
会
、
将
来
生
ま
れ
変
わ
る
高
田

難
訓
練
も
含
め
て
皆
様
の

高
田
会
館
で
の
レ
ト
ロ
映

会
館
と
、
一
緒
に
な
っ
て

ご
協
力
を
頂
き
た
く
、
本

画
祭

回
、
専
修
寺
御

よ
り
好
き
に
な
っ
て
も
ら

2

紙
面
を
お
借
り
し
て
、
お

堂
内
で
初
め
て

宗
教
関

え
る
町
を
つ
く
り
あ
げ
た

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

係
で
は
な
い
、
コ
ン
サ
ー

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
。

一
昨
年

月
の
東
日
本

相
当
な
被
害
を
受
け
る
も

早
急
に
『
弱
者
優
先
避
難

の
助
言
も
頂
き
な
が
ら
、

と
、
子
ど
も
達
の
顔
を
思

志
登
茂
会
館
で
は
、
月

3

大
震
災
の
惨
状
は
ま
だ
皆

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

運
営
ル
ー
ル
』
を
作
成
す

対
策
や
解
決
策
を
地
区
全

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
頭
を

回
、
折
り
紙
教
室
も

1

様
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と

対
策
次
第
で
は
そ
れ
を
大

る
必
要
が
あ
り
現
在
病
院

員
が
共
有
す
る
こ
と
で
災

ひ
ね
っ
て
準
備
す
る
こ
と

行
っ
て
い
ま
す
。「
宝
船
」

と
思
い
ま
す
。
一
身
田
地

幅
に
減
ず
る
こ
と
が
可
能

と
打
ち
合
わ
せ
中
で
す
。

害
時
援
助
活
動
の
円
滑
化

も
と
て
も
楽
し
い
の
で

「
祝
い
鶴
」
や
お
は
な
し

区
も
三
重
県
で
作
成
し
た

で
、
東
日
本
で
も
こ
の
こ

年
度
は
、
一
身
田
地
区

を
図
っ
て
い
き
た
い
も
の

す
。

の
会
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

25

災
害
マ
ッ
プ
（
平
成

と
は
実
証
さ
れ
て
お
り
ま

自
治
会
連
合
会
、
自
主
防

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

志
登
茂
会
館
で
月
に
一

ば
き
の
花
」
な
ど
の
折
り

回
の
延
べ
参
加
人
数

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々

頂
い
た
「
サ
ン
タ
さ
ん
」

23

13

年
版
）
に
よ
る
と
東
南
海

す
。
今
回
岩
崎
第

病

災
会
の
活
動
計
画
に
避
難

非
常
の
場
合
こ
そ
、
そ
れ

度
開
い
て
い
る
「
お
は
な

紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
下

は
、
子
ど
も

人
、
大
人

の
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
場
で

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
な
ど
を

2

95

地
震
が
連
動
し
て
Ｍ

院
が
病
院
側
の
ご
厚
意
も

訓
練
の
実
施
、
避
難
困
難

が
大
規
模
で
あ
れ
ば
あ
る

し
の
会
」
は
、
今
年

月

さ
る
方
も
あ
り
ま
す
。
ま

１
１
２
人
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て

紹
介
し
ま
す
。

9.0

3

の
大
震
災
が
発
生
し
た
場

あ
っ
て
『
津
波
一
時
避
難

者
（
弱
者
）
へ
の
援
助
活

ほ
ど
、
地
区
の
安
全
は
地

で
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
た
、
志
登
茂
第

自
治
会

主
催
の

人
も
大
い
に
楽

い
ま
す
。
志
登
茂
園
に
お

3

4

合
、
最
悪
で
予
想
さ
れ
る

ビ
ル
』
に
指
定
さ
れ
ま
し

動
等
を
最
優
先
に
盛
り
込

区
の
住
民
自
身
で
（
自
助

大
人
の
方
に
も
参
加
し
て

に
は
年
間
行
事
に
組
み
入

し
ま
せ
て
貰
っ
て
い
ま

住
ま
い
で
な
い
方
も
、

震
度
は

強
、
津
波
に

た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で

み
、
実
際
の
訓
練
を
行
な

努
力
）
守
ら
な
け
れ
ば
な

い
た
だ
き
「
こ
れ
読
ん
で

れ
て
頂
く
な
ど
地
域
の
方

す
。
「
今
度
は
ど
ん
な
本

チ
ラ
リ
と
の
ぞ
い
て
み
て

6

よ
る
浸
水
は

～

ｍ

も
『
一
時
避
難
』
で
あ
り
、
う
こ
と
で
様
々
な
問
題
点

り
ま
せ
ん
。

み
た
ら
？
」
と
絵
本
を
紹

々
の
ご
理
解
と
応
援
の
も

に
し
よ
う
か
？
」
「
ど
ん

下
さ
い
。
飛
び
入
り
の
読

2

3

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
容
人
数
も
有
限
で
す
。

を
洗
い
出
し
、
防
災
専
門
家

ど
う
か
減
災
を
目
標
に
避

介
し
て
頂
い
た
り
、
「
つ

と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
話
に
し
よ
う
か
？
」

み
手
も
大
歓
迎
で
す
。

一 身 田 の 新 聞 平成２５年４月号


